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Sununary 

An inhibitory action 01' the 1eaf、sap1'r司omChenopodium albwn and C. amarαnticolor was 
examined on the infection 01' tobacco mosaic virus (TMV). 

The inhibitory action was clearly recognized in the supernatant fluid obtained f1'Om 

the 1ea1' sap by high speed centriii可制ion(105，400 g， 120 min). Thus， an inhibitor 
01' virus infection is contained in the solub1c fr‘action of plant cells as a nondialyzable and 

comparative high mo1ecular substance. The inhibitor in the leaf sap was precipitated 

by adcling an equa1 volume 01' acctone and was stable 1'01' at 1east six months as an acetone 

clriccl powde1' at 1'oom tcmpcrature. 

On the basis of these results， an acetone insoluble 1'1'action was preparecl using the 

1'ollowi時 p1'Oceclures:the supernatant fluid was obtainecl f1'Om centri1'ugecl (10，000 g， 
20 min) leaf homogcnates with three volumes of 0.2 M phosphate buffer solution (pH 6.0) 
to which， was aclded an equal volume of acetone. The p1'ecipitate was dissolvecl in 

cleionizecl water ancl clialyzecl against water at 40C. 
1) The企actioncomp1ete1y inhibitecl 10ca1 1esion with TMV in Nicotiana glutinosa 

and kiclney bean 1eav巴s，but this inhibitory action was greatly decr巴aseclwh巴nC.αmaraル
ticolor was usecl as the test p1ant. This r陀.でes刊ultwas in agreem芯1巴ntwit山:ht出ha拭tP伊1

port巴clusing the crucle sap of Chenopodium p1ant俗s.
2) When the 合actionwas appliecl to the uncler sicle of the test 1eaf， no inhibitory 

effect was observecl on the upper side of the same leaf inoculated with TMV. 

3) The inhibito1'Y e釘ectof the fraction pe1'sist巴clwhen applied to the leaf 24 01' 48 

hou1's befo1'e TMV inocu1ation. It was a1so obse1'ved when app1ied up to 30 minutes 

after TMV inocu1atiol1. This obse1'vation inclicates that about 30 minutes after inocula-

tion TMV pa1'ticles might be estab1ishecl in in1'ectib1e sites on the plant cells. 

緒言

アカザ属縞物の搾汁淡によるウイノレス感染阻止作用については， Blaszczakら3) と山崎ら17)fζ 
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よって報告されてなり，者:者らのもカプモザ、イクウイノレス lζ対すーる感染阻止f'FJUIcrYJしではすで

に報告した.また，前殺ではアカザ属植物から iìJ，~製した搾i'1掃液による 3 稜のウイノレス l乙対する感

染阻止作沼について報告したが13) 本論文では引き続き，アカザ属品目物の搾1I-f夜から誠製したア

セトン不溶性I!!Ji分によるタバコモザイクウイノレス l乙対する感染駈!上作用について報告する.な:b-， 

実験は九州大学農学部で行ない，その概要は1'1本純物病迎学会大会11，12)で発表した.

各実験に共通な材料および方法

供試ウイノレスおよび純物:本実験K供試したウイルスはタバコモザイクウイノレス (TMV)普通

系であり，タバコ (Nicotianatabacum L.品種 Brightyellow) ，ζ接磁して 3週間後lζ催病葉か

らSteerel4
)の変法lとより精製した.検定植物lとは N.glutinosa L.，インゲン (ρhaseolusvulgaris 

L.品積改良大手亡)の初生葉ならびに ，Chenopodium amaranticolor COSTE & REYN.を用いた.

これらの被物はすべて 25土20Cの空調温室内で育成した.搾?十液の;刈i!lむとはアカザ属板{物のシ

ロザ (C.album L.)と C.amαrαnticolorを用いた.シロザは自生またはガ、ラス室内でI引点し，

C. amaranticolorはガラス室内で育成したもので，使用n年まで…200Cで凍結して保存した.

ウイノレス接種法bよびアカザ、属縞物の搾rr液の処理方法:供試ウイノレスの接種はカーボランダ、

ムを検定続物の葉の表面l乙振りかけ，その上を接種源を含ませた綿球でこするさ会長!ミ接穏によって

行なった.アカザ属植物から調製した搾汁波を検定植物lζ塗りつける場合には，特に記さない限

り前報の方法叫に態じた混合法により行なった.すなわち，接種源と搾i!'液を等;壁lζ混合し，そ

の混合液をおi1球lζ含ませてカーボランダムを振りかけた試験半葉l乙塗りつけ，対照の対-"1三葉には

接種沼Uc$.奇;盈の純水を力11えた液をき金りつけた.それぞれ塗りつけ直後K1l<洗した. 1試験には12

"f生薬を用い，各実験lとっき 3-5聞の反復を行なった.

ウイノレス感染慌止率の計算法:前線13)，ζ準じた.すなわち，ウイノレス感染m止率は下記の式に

従って半葉ごとに計算し 1試験K供した12-"ド葉の依を平均して四捨五入のうえ表示した.

ウイ川蹴阻止率ω=(1一議議忠良開競設)X100

実験 1 アカザ麗植物から調製した搾汁液中の感染翻止作用を示す菌分の分別

実験方法および実験結果

遠心分離:シロザの葉lとその生霊長支当り 3倍容量の 0.2Mリン酸緩衝液 (pH6.0) を加え，

すり鉢内で磨砕して 2重にしたガーゼ、で搾汁した. この搾汁液を 10，000gで20分間あるいは

105，400gで120分間遠心分離を行ない，それぞれの遠心上清を採取した.これらの上清の感染阻

止作用の検定はぐrMVとN.glutino却を用いて混合法iとより行なった.得られた感染阻止本はい

ずれも100;;ぢを訴した.従って搾汁液lと含まれる有効成分は 105，400gの高速遠心分離の操作でも

沈澱しないζ とが判明した.

透析による分別:シロザを葉，花，葉柄;h、よび茎の 4 音1\分 lζ分けて，各部分にそれぞれ~三重民:
当り 5倍容量の t記のリン酸緩衝液を加え，すり鉢内で廃砕した.その後ガーゼで搾汁し，搾汁

液は 10，000g，20分間迷心分離した.得られた上誌は Viskingチュープ (30/32)をJtJいて 40C

で純水に対して透析した.約24時間後iζチュープ内液をとり出して 3，500g，15分間遠心分離して

上清を採取した.各部分の上清による感染!旺止作用の検定lとは， TMVとN.glutinosαを用いる

混合法を用い，対!被区には透析処理前の各上清を塗りつけた.得られた感染阻止率は透析区の葉，
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花，葉柄，茎ではそれぞれ100;;ぢ， 10096，95;;ぢ， 9596であり，非透析陸ではそれぞれ10096，10096， 

9396， 9Hぢであった.従って，両者のf仰とは有意な廷が認められず，搾r+液の感染阻止作用は透

析処理では失なわれなかった.

アセトンによる分別:シロザの架から，“遠心分離"のlJHζ記した方法により搾汁液を調製し

た.この搾汁淡を1O，000g，20分間遠心分離した. 得られた上清lと等f置の冷アセトンをかくはん

しながら徐々に添加すると沈殿を生じ， ζれを 3，500g， 1O~15分間遠心分離して上清と沈波部分

lζ分別した.ζ の上清を5096アセトン可溶性両分，その沈澱部分を純水lと溶解させて， 50必アセ

トン不淀性間分とした.この両面分を Viskingチュープ (30/3♂)を用いて純水に対して約151時

間透析後，いずれも内液を採取した.透析中に生じた不溶性部分は 3，500g， 1O~15分間の遠心分

離によってl除去し，その上波を被験液として保存した.それぞれの感染阻止作用の検定は TMV

とN.glutino却を用いる混合法によって行なった.その結果， 5096アセトン不溶性画分による感

染阻止率は10096を示したが， 5096アセトン可法性商分の依は約2096であった.従って， 50;;ぢア

セトンを添加すると搾汁液から感染阻止作用を示す函分の分別が可能であると考えられた.

アセトン乾燥粉末:シロザの葉からアセトン乾燥粉末を次の方法により作製した. ジロザ葉

5g 1ζ対して冷アセトン 99mlを加え， ζれをワーリングプレンダーで磨砕した.ζ の潜砕液から

遠心分離により沈毅物を採取し，この沈澱物lζ対して上記と同様の操作を 2間行なった.最終沈

波物をエーテルで洗糠し，その後減圧してエーテノレを除去して得られた乾燥粉末は室温で保存し

た.ζ の粉末 0.5g1乙19.5mlの純水を加えて乳鉢でよく磨砕し， 2重にしたガーゼで搾汁した.

搾汁液を 10，OOOg，20分間違心分離してそのj二消を供試した.上清の感染阻止作用の検定は TMV

を用いる混合法により行なった.その結果，得られた感染阻止率は 10096であった.また， 6カ

月開設混で保存したシロザ葉のアセトン乾燥粉末ではその感染阻止率は約78必であった.従って，

シロザのZ告に含まれる有効成分はアセトンによる脱水に対しでも安定で，符られた粉末rj:l1C存夜

いきさf誌で数カ月間保存が可能と思われた.

実験2 アカザj露櫨物から調製したアセトン不溶性画分による TMV感染阻止作用

実験材料および方法

供試ウイノレスとして TMV，検定縫物にはインゲ、ン (P.vulg，αris L.品種改良大手亡)あるいは

C. amaranticolorをmいた.シロザ、の葉あるいはC.amaranticolorの薬からのアセトン不溶性

i磁分の調製は，“アセトンによる分別"の演に記した方法に準じた.不溶性爾分の設りつけは混

合法により行ない，ウイルスの談滋後に検定植物の葉l乙生じた局苦[5病斑数を計数した.

実験結楽

2種の検定椛物l乙対するアセトン不溶性爾分の塗りつけ処理の結果は Table11ζ示した.シロ

ザあるいは C.amaranticolorの葉から得られたアセトン不溶性画分によって， インゲンでの

TMVの局部病況の形成は完全lζ甑止された.ーヅ'J， C.αmaranticolorでは， TMV によりかな

りの局部病斑が形成され，その感染阻止率はシロザ、からの不溶性繭分で24~3496 ， C. amaranti-

color からの何回分で30~3896であった.以上の結来から，アセトン不溶性画分によるウイノレス

感染阻止作用では，災穣植物を検定織物lζmいた場合にくらべ同一稜あるいはアカザ属縞物を検

定縞物に用いた場合にその感染阻止率が低下した.
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Table 1. The inhibitory cfTect of lhe acctone insolublc 台以:tionfrom Chenotodilllll plants 011 

tobacco mosaic virus infcction. 

Application method Mixingα) Mixing") Mixingα} Mixing") 

Sourcc plant C. album C. album C. amaranticolO1 C. amaralltIcolm 

Tcst plant I心dncybcan C. amaranticolor Kidney bcan C. amaranticolor 

Inhibition ratê) 1 100% 24% 100% 34% 
2 100% 34% 99% 38% 
o 。 100% 29% 100% 30% 

a; The 12 half-leaves were inoculatcd with the mixture containing equal volumes of tobacco 
mosaic virus inoculum and acetone insoluble fraction from Chenotodium plants， whereas the 
control 12 half二leavcswere inoculatecl with the inoculum diluted with an equal volum巴 dc-

ionized water. 

b; Average of 12 individual values based on calculations by the following formula; 
tNo. of locallcsions on tcst half-Icaf¥ 1 ::~. ~~ :~v~: :vo:~..o ~U CvOC U~U-'v~' ^ 1 x 100 

-¥No.o口百訂在高百万nc記品目沼口百f)

実験3 検定植物の繋酋への塗りつけ部伎とアセトン不溶性溺分による TMV感染

阻止作用

本実験では検定絞物の翠TIiiでの塗りつけ部付:を変えてアセトン不溶性商分の感染阻止作用を検

討した.

実験材料および方法

供試ウイノレスには TMV，検定純物には N.glutinosαを用いた.シロザの葉からのアセトン不

溶性i商分の誠製は“アセトンによる分別"のlJ'tの方法l乙準じた.まず N.glutinosα の~I三誕の誕而

lζアセトン不溶性部i分を祭で塗りつけ，その後1211寺悶ならびに 241時間自に 1誕の表回全体lζ

TMVを議沫接滋した.さらに，別の実験として N.glutinosα の主1"-葉の表面lζ不溶性匝i分を，対

4生誕の表面には純水をそれぞれ箔で設りつけ，その後1211判mならびに241時間呂に 1濃の表図全体

に TMVを塗沫接種した. 1試験には12半葉を供試し， TMV接種後l乙Z寝泊に生じた局部癖斑数

を算定した.

実験結果

得られた結果のうち，謀部lζ塗りつけた後12時間自ならびに2411寺問自にその表百五に TMVを接

種した試験誌の結果を Table2 IC示した，な1，'， Table 中には 8主作業の局部病斑数のみを表示し

た.アセトン不溶性i夜分の塗りつけ1111伎と詞ーの楽街Ir.TMVを塗沫接種した場合には， 121時間

目ならびに24時間目ともに感染阻止作用は明らかに認められたが，議I留にアセトン不溶性国分を

塗りつけて反対の表部に TMVを接麗した場合には， 12時間目ならびに241時間自ともに局部病lXI

の形成には何らの阻止効果も認められなかった.以上の結果から，アカザ属植物の搾汁if!;[による

感染l況11:作用はウイルス接種と同一部位l乙塗りつける場合にはその効果が認められるが，:柴の一

方から他の葉商へ浸透して効果を示す ζ とはなかった.

実験，1 TMV接麓前後にアセトン不溶性函分を塗りつける場合の感染阻止作用

本実験ではあらかじめアセトン不主主性問分を葉国に塗りつけてなさ，一定時間経過後i乙ウイノレ

スを悶一葉函に接種した場合のウイノレス感染i泣止作用の検討，ならびにウイノレスを葉商lζ塗沫接

種して一定時間経過後にアセトン不詰主役i回分を同一葉而lζ塗りつけた場合の感染阻止作用につい

て検討を行なった.
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'1‘ablc 2. Thc inhibitory cffcct of thc acctone insolublc fraction from Chenopodium albwn Icavcs 
rubbed on thc under sicle of a Icaf of Nicotiana glutinosa at 12 or 24 hours bcforc tobacco 
mosaic virus il1oculation 011 the uppcr side of the samc leaf. 

Thc acctol1c insoluble fl立ctionon thc u!1der siclc， 
12 hrs. bcforc TMV O!l thc uppcr siclc 

Thc fractio!l，日ullowcd vVatcr， followcd 

byTMV byTMV 

76 84 

84 10.1 

124 116 

102 88 

64 74 

97 96 

122 128 

128 116 

γhc acctonc insolublc分actio!10!1 thc undcr siclc， 
24. hr5. bcfore TMV on the uppcr siclc 

Thc fraction， followed vVatcr， followccl 
byTMV by T恥1V

76 84 

124 116 

84 93 

96 86 

86 84 

71 81 

93 95 

96 87 

Numcrals indicatc thc 10callesio!1 number on half-Ieaves of Nicotiana gllllInosa. 

実験材料および方法

ウイノレスには TMV，その検定純物にはN.glutinosαならびにインゲンを供試した.“アセトン

による分別"のJfiの方法に準じて，シロザ、の架から調製したアセトン不溶性問分をおii球で検定純

物の半葉lζ塗りつけ，対照区の半葉には純水を時様lこさ余りつけた.検定純物を 5時間， 24時間b

よび481時間の試験|乏に分け，それぞれの時間終過後K，各iまの検定純物の誕の全国l乙TMVを設

沫接穣した.C. amαranticol07の架から前記の方法により調製したアセトン不溶性爾分を用いた

場合lとはインゲンのみを供試して， 511者間後と241時間後の 2区ーだけを試験した.

つぎに， TMVを検定織物の葉の全面lと塗沫接麗し，ただちに水洗して葉面の水分をろ紙で吸

い取った.その後， 5分， 10分， 20分， 30分ならびに60分の試験躍に分け，それぞれの時間経過

後に各区の検定植物の半葉にアセトン不溶性随分を総球で塗りつけ対照の半葉には純水を同様に

塗りつけた.なか，シロザからの問分の試験には，検定植物は N.glutinos，αならびにインゲンを

用いc.αmαranticolorからの爾分にはインゲンのみを供試した.

実験結果

TMV接種前にあらかじめアセトン不j創生回分を塗りつけてかいた場合の感染阻止作用の結果

は Table3 rc.示した.シロザの葉から調製したアセトン不滅性問分では TMV接磁の 51時間から

4811寺間前までいずれも応部病E涯の形成を悲しく阻止し，感染阻止率は高L、値を示した. また，

C. amaranticolorの誕から調製した不溶性画分について得られた結果も， TMV 接種の 5r時間前，

24時間前とも問機lζ高い感染磁11:率を示した.従って， TMV 接後部24-48時閣にふ、けるアセト

ン不溶性繭分の塗りつけによる感染1;且止作用は切らかに認められた.つぎに， TMV銭種後のア

セトン不溶性画分を塗りつけた場合の感染組!l:作用について得られた結来は Table4;T-よび 5!ζ 

した.Table 4 rc.見られるようにシロザの葉から調製した悶悶分では， 5分から20分後までは

明らかに応部病斑の形成が抑制されて感染阻止率も高かったが， 30分あるいは40分後には感染阻

止率は低下の傾向を示し， 60分後には極めて低下した. また， Table 5 !と明らかなように C

amaranticolorの菜から誠製した同商王子でも同様の結采であり，感染値比率は TMV接極後の綴

過11寺間が長くなるにつれて低ドした.これらの結果から，ウイノレス接種後iζ不法性国分を塗りつ

ける場合， 30-40分後までは感染l阻J1:作用が認められるが， 60分以ヒ経過するとその作用は認め
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Table 3. The inhibitory effect of the acetone insoluble fraction from Chenotodium plants on 

tobacco mosaic vir山口lfectionwhen applied before tobacco mosaic virus inoculation.a) 

Time before TMV 
5 24 48 

inoculation (hr.) 

Source plant C. albulIl C. arnarantico!or C. albu/Il C. amarallticolor C. albwll 

Inhibition rate) 1 72%C) 87% 64%C) 60% 62%C) 

2 88% 88% 52% 55% 

3 87% 98% 54% 71% 

a; Before the 121eaves of Nicotiana glutinosa or kidney bean wcre inoculated with tobacco mosaic 

virus inoculum， the test 12 half-Ieaves were rubbcd with the aceton巴 insolublefraction from 

Chenotodiurn plants and the control 12 half-Ieaves with deionized water. 

b; Inhibition rate is listed as a footnote to Table 1. 

c; Nicot初'Wglutinosa was uscd as test plants. 

Table 4. The inhibitory eflect of the acetone insoluble fraction from Chellotodium album leaves 

on tobacco mosaic virus infection when applied after tobacco mosaic virus inoculation.叫

Time after TMV 5 10 20 30 40 50 60 inoculation (min.) 

Inhibition rateb) 1 c) 52% 54% 52% 31% 30% 25% 8% 
2C) 52% 45% 40% 47% 9% 
3C) 57% 53% 47% 30% 1% 

a; After the 12 lcaves of test plants wcrc inoculaled with tobacco mosaic virus inoculum， lhe 
lest 12 half-lcaves wcre rubbed with the acetone insoluble fraction from C. album leaves and the 

control 12 half-Icaves with dcionized water. 

b; Inhibition rate is lislec! as a footnotc toγable 1. 

c; Nicotiana glutulOsa was used as tcsl planls in inhibition ralc 1 ancl kiclncy bean as test plants 

in inhibition rates 2 ancl 3. 

Tablc 5. Thc inhibitory cffcct of thc acctonc insolublc fraclion from C百enotodilllllamaranticolor 

Icavcs on tobacco mosaic virus infcction when appliecl aftcr tobacco mosaic virus 
inoculation.α} 

Time after TMV 
5 10 20 30 60 inoculation (min.) 

Inhibition rateb) 1 56% 52% 41% 38% 6% 
2 72% 59% 57% 40% 17% 
3 77% 71% 51% 32% 17% 

a; After the 12 leaves of kiclney bean wcre inoculatecl with tobacco mosaic virus inoculum the 

test 12 half-Ieavcs werc rubbecl with thc acetone insoluble fraction from C. amaranticolOl 

leaves ancl the control 12 half-leaves with deionizecl water. 

b; Inhibition rate is listccl as a footnote to Table 1. 

られないことが判明した.

考 察

前報では，アカザ属植物の搾汁淡による各種ウイノレス感染臨止作用について報告した.本報で



佐官i アカザ属縦物の符11+液にみられるウイノレス感染F>llIf:.{'f:Jfl(第 3報 51

はまずその搾汁液中の有効成分の分別を試みた結来，高速遠心分離 (105，400g，120分)後の上清

にも感染阻止作用が認められたので有効成分は細胞内では可溶性爾分に含まれるものと考えられ
る.

また，シロザの~，花，集約，茎の 4 部分から調製した搾汁液を透析した結果，チュープ内放
には感染阻止作用が明確に認められたので有効成分は Viskingチュープを透過しない比較的高

分子物質と思われた.ヤマゴボウ?に ホウレンソウ 9) の搾汁淡に含まれている感染i阻止物質のう

ち蛋白質と推定されたものは，すべて非透析性と報告されている.

アカザ、属植物の搾汁液の50形アセトン溶液中で， ζの有効成分は不溶性となり，葉から誠製し

たアセトン乾燥粉末では室温での保存が可能であった.しかし，アセトン可溶性部分として除去

した爾分にも低率ながら感染i弘氏作用が認められたので，複数以|二の成分がアカザ、属植物の搾汁

淡による感染阻止作践に隠与していることが示唆される.

つぎに，アセトン不総性極分による TMV感染阻止作用は検定械物lζ異様植物をmいると応部

病斑を完会iζ阻止したが，同属の織物を用いるとその作用は著しく低下した.ζ の現象はアカザ

属植物から調製した搾?十液を用いたがJ報で・も認められ，アカザ、属植物の搾汁淡による感染阻止作

用があらわす特徴であると指摘したがは15) アセトン不溶性回分も陪ーの性質を示すことが本実

験結果から明らかになった.本実験で得られた感染阻止率が前報の値より低下した事はアセトン

分別により，搾汁液の有効成分が部分的に精製され，この商分l乙搾汁液中の感染i旺11ニ物質の主要

な部分が含まれていると思われる.

Trichothecium roseumの菌体から単離された trichothecinやトウガラシ (Ca戸icumfトutescens

L.)の葉から調製した搾汁液にはウイノレス感染IHl11二作用が認められ，これらを検定捕物の葉の裳

mHζ捻りつけても，葉の表面に接殺されたウイノレスの感染をl抵iとしたという報告がある1，5，10) し

かし，アカザ属織物の搾汁液(アセトン不溶性画分)の場合には，ウイノレス接種と河一葉市に設

りつけた場合のみ感染阻止作用が認められた.搾iI-il夜の塗りつけ24時間後![，その反対の葉面に

TMVを接種しでも局部病斑の形成には影響はなかった (Table2).著者ら15) !乙よるカプモザ、イ

クウイノレスを用いた実験結果でもすでに指摘しているように，アカザ属横物の搾汁液の感染1[1止

物質は葉函から吸収されて葉内lこ浸透し，細胞質内でウイノレス感染阻止作F認をあらわさないこと

をこの結来からも磯認した.

つぎに，ウイルス接稜誌の検定植物I乙搾i'l液(アセトン不溶性酒分)を処理した結果， Mckeen10
) 

がキュウリモザ、イクウイノレス (CMV)の接磁24時間前にトウガラシの搾汁液を塗りつけても感染

阻止作用が認められたと報告したように， TMV接種の 5時聞から48持関前に塗りつけ処理して

沿いても，時間の経過とともに感染!狙止率はやや低下するものの切らかにウイルス感染阻止作用

が認められた (Table3). 

また，ウイノレス接種後の検定植物に，その産後から 1時間後までの悶で搾汁液(アセトン不溶

性画分〉を処理した結果では， TMV接種後約30分までは明らかに感染阻止作用が認められたが，

60分後では効果が認められなかった (Table4， 5). Mckeen10
)は CMV接種後 1時鵠と 2時間自

にトウガラシの搾汁液を処理した場合の感染Iill.ll:効来はわずかしか認められなかったと報告した

が，この種の搾?+i夜ではウイノレスの塗沫接積i立後から30分以内に塗りつければ顕若な感染阻止の

効来安示すものと思われる.

とζ ろで，ウイノレス塗沫接磁の場合，寄ミ]ミ純物のま実上![H傷させた直後lζウイノレスを接種しな

ければ十分な感染効果が得られないことが指捕されているい，8) また，吉井16)は付傷直後l乙TMV

を接種すると高率に局者11病斑が形成されるが，付傷後30分以上経過して接種すると局部病斑はほ

とんど形成されなくなる現象から，これは付傷により露出した原形質表面がi時間経過とともに変
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質してウイルス感染を煎難にするものと推測した.従って，アカザ属梢物中の感染!UlLfニ物質のよ

うに寄主側l乙作用してウイルス感染を阻止すると説明される2，15)場合，感染効率が高いi昨日目内，

すなわち銘Hlした原形質表面が変質を起こす前に搾f十液を検定綴物の葉lζ塗りつける必要がある

と考えられる.さらに，この現象から考察して検定植物lとウイルスを塗沫接殺する場合，感染し

うるウイルス粒子は付傷30分以内に傷口を含むいわゆる感染音!H立に定着して初期感染期を終了す

ると示唆される.従って， T班Vj姿積30分以降の初期感染成立後にき金りつけてもアカザ腐植物か

ら調製した搾十1-11皮によるウイルス感染j抵11ニ作用は当然あらわれないと説明したい.

摘 嬰

シロザ楽と ChenoJうodiumamaranticolor葉から調製した搾n-液によるタバコモザイクウイノレ

ス (TMV)，乙対する感染阻止作用について検討した.

fJli汁1f更を高速遠心分離 (105，400g，120分)10'よび透析して得られた上清にはそれぞれ感染阻止

作用が認められたので，有効成分は司法性閥分lと存在し， :JI'透析性の比較的高分子物質であると

考えられた.

搾汁淡l乙50必アセトンを添加すると有効成分はtt放し，架から調整したアセトン:j'l};;klltで少く

とも 6カ月間室視で安定であった.

上記の結果にもとづき，次の方法で搾汁淡からアセトン不容性耐分を調製し供試した.すなわ

ち，アカザ属植物の葉K3 {告;監の 0.2Mワン酸緩衝液 (pH6.0)を加えて燦砕搾汁した後，その

遠心(1O，000g，20分)上清に等抵の冷アセトンを加え符・られた沈澱物を純*，と浮遊させたのち透

析した.なお〉透析中l乙生じた不溶性部分は除去した.

1. アセトン不溶性問分による感染i抵止作用は TMVとインゲンを供試した場合完全に局部病

致Iを阻止したが，検定純物l乙アカザ腐植物を用いると低下した.

2. 検定純物の葉の裏面処理では表面に接種された TMVrc対して組Ll:f'I， Jflはふ、こらなかった.

3. TMV 接種24時間あるいは48時間前の処理でも感染阻止作Jflが認、められた.

4. TMV接種後の処lAでは，約30分後までは明らかな阻止作用を示した.TMVは接種後約

30分で感染部位iζ定着して初期感染を終了しその後の処理では効果がないと思われた.
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